
○教育福祉会館を中心に活動する個人，団体の活動支援に取り組みながら，

団体相互の交流の活性化を支援します。

○教育福祉会館を地域における生活課題，福祉課題を集約，共有する拠点と

位置付け，課題解決のための支援に取り組みます。

○様々な課題解決により培った地域活動のノウハウを，近隣センター等を通

して各地域へ展開できる仕組みづくりを進めてまいります。

個人，団体の活動支援を行い，

団体相互の交流を活発化し，新

たな活動の創造に繋げます。ま

た，公民館活動，福祉活動を中

央から地域へ発信するハブ機能

及び地域にある課題を集約，共

有することで地域へ還元する仕

組みを創設します。

④その他

○中央公民館と福祉センター機能が融合した教育福祉会館として，特色を生

かした一体的な施設運営を目指します。

○市役所に近い利点や中央に位置する施設としての役割を考えた具体的な事

業や運営等の検討を進めていきます。

市役所に近い利点を生かした施

設運営や市民に親しみやすい名

称変更等の検討も進めていきま

す。

＜官民協働検討委員会等＞

○市役所に近い利点を生かし，近隣センター等の地域

の施設のすみ分け，中央でやる意味を考える

○中央と地域と結ぶコミュニティバスの運行

○パレット柏のように，市民に分かりやすい親しみや

すい名前を考える（教育福祉会館の名称変更）

＜意見募集で出た主な意見＞

○パレット柏，福祉センター，公民館の連携

○名称も市民に分かりやすいものにするといいと思う

＜官民協働検討委員会等＞

○公民館と福祉部門の事業やイベントを共催し，教育

福祉会館実施事業を積極的に情報発信

○情報発信機能の充実（ホームページ等）

＜意見募集で出た主な意見＞

○町会等にもチラシの配布等をこまめに配布し，応募

を積極的に推進する方法があってもよいのではないか

○情報発信機能を充実させるために，柏市のホーム

ページから指示通りに順番に検索すれば目的情報を取

ることができるシステムがよいと思う

＜官民協働検討委員会等＞

○公民館活動，福祉活動を中央から地域へ発信する人

材育成のハブ機能をもった施設となるよう考える

○地域にある課題を中央へ吸い上げ，それをまた還元

する仕組みができるとよい

＜意見募集で出た主な意見＞

○地域の人材育成の拠点として活用できるように希望

する。人材育成は若い人からシルバーな方まで幅広い

カリキュラムを揃えられることが望まれる

柏市教育福祉会館の耐震改修後のあり方，活用について（骨子）

(３)　運営面等

①利用者目線にたった施設の

一体的な運用
○教育福祉会館として，施設を利用するための一体的なルールづくりの検討

を始めます。

○中央公民館と福祉センターで異なっている予約方法や利用条件（年齢・料

金等）については，慎重に議論し，将来的に一体的な運用ができるように検

討を進めます。

○会議室の予約等のルールや利用団体に関することについては，利用者目線

に立った運用ができるように，行政の関係部署に加え，利用者，利用団体等

の意見も幅広く聴いて進めていきます。

中央公民館と福祉センターで異

なっている予約方法や利用条件

（年齢・料金等）について，施

設を利用するための一体的な

ルールづくりの検討や利用者目

線にたった一体的な運用を目指

します。

③地域人材の育成，発信拠点

官民協働検討委員会等意見及び市民の皆さまからの主な意見

＜官民協働検討委員会等＞

○３階以上と２階以下の部屋の予約方法の統一（抽

選，有料無料など）

○施設を特定の人々や団体だけが使用するのではな

く，広く多くの市民が利用できる予約システム，優先

予約の導入

○公民館と福祉部門の事業やイベントの共催

○老人福祉センターの利用資格要件（年齢６０歳以

上）を変更し，障害者や子ども等も利用できるルール

への変更

○高齢者が独占して使える利用の継続

○予約なしで入館し，気軽に誰もが利用・交流できる

場の設置や運営を検討

＜意見募集で出た主な意見＞

○会議室など借用施設は全館共通して管理すべき（あ

るいは融通できるシステム）

○利用代金については無料にこだわらない。負担すべ

き費用は負担したい

○高齢化進展，利用年齢を７０歳以上

○囲碁ができるよう従来どおり一部屋の優先予約を認

めほしい。これまでと違い６０歳以下の若者等誰でも

迎え入れるようしたい

○料理教室や音楽室の利用数を考えて，空いている日

は他の人たちが利用できるようにすれば効率があがる

○会場の予約は市民の公益のために活動している団体

かどうかを考慮して，少し優先していただけるとよい

②情報発信機能の充実 ○教育福祉会館として，ホームページの充実を図り，広く市民に対し教育，

福祉に関する情報を発信してまいります。

○情報の発信方法については，ＳＮＳの活用等を含めて検討を進めてまいり

ます。

○上記に加えて教育福祉会館と近隣センターとの連携により，中央と各地

域，また地域間での情報の共有及び相互利用ができるような仕組みづくりを

進めてまいります。

ホームページ等の充実を図り，

広く市民に対し情報を発信し，

近隣センターとの連携により，

中央と地域の情報を相互利用で

きるように取り組みます。


